米子コンベンションセンター利用申込書受付審査及び処分事務取扱要領
平成１８年３月１７日
財団法人とっとりコンベンションビューロー
（目　的）
第１条　この要領は、鳥取県行政手続条例（平成６年１２月９日鳥取県条例第３４号）及び米子市行政手続条例（平成１７年３月３１日条例第２５号）に基づき米子コンベンションセンター（以下センターという。）の利用（変更）申込の審査及び処分に関して必要な事項を定めることを目的とする。
（審査基準）
第２条　審査を行うに当たって、センターの利用（変更）申込書（以下「申込書」という。）の申込事項が次の各号の一つに該当するときは、利用許可しないものとする。
(1) 公の秩序を乱したり善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき
(2) 「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」（平成３年５月法律第７７号）第２条第１項第２号に規定する暴力団及び同法第３条に規定する指定暴力団並びに同法第４条に規定する指定暴力団連合であると認められるとき
(3) 前号に揚げる暴力団等若しくは暴力団員及びその関係者の利益につながる活動を行い、又はそれらと密接な関係があると認められるとき
(4) センターの施設、設備又は器具を汚損し、損傷し、滅失し、又は紛失するおそれがあると認められるとき
(5) 他人に危害を加え、又は迷惑をかけるおそれがあると認められるとき
(6) 利用料の滞納があるとき、または無資力若しくはこれに近い状態にあり利用料を納入する見込みがないと認められるとき
(7) センターの管理運営上支障があると認められるとき
2 前項における事実関係が不確実な場合は、誓約書等の提出を条件に利用許可することができる。
（標準処理期間）
第３条　申込書が到着してから当該申込みに対する処分をするまでに要する標準処理期間は、７日間とする。
2 利用許可の処分をしたときは、処分後ただちに申込者に請求書を送付し、利用料の納入確認後７日以内に利用の通知書を送付するものとする。ただし、利用料金の後納を認めた申込者にあっては、処分後ただちに利用の通知を送付するものとする。
3 利用不許可の処分をしたときは、処分後ただちに申込者に利用不許可の通知書を送付するものとする。
　　
（審査会の開催）
第４条　申込書に関する事項を審査するにあたり疑義が生じたときは、センター利用申込書審査会（以下「審査会」という。）を開催する。
（審査会の組織）
第５条　審査会は、会長及び委員により組織する。
2 会長は、館長の職にあるものを、委員は、次の職にあるものをもって充てる。
(1) センター館長
(2) センターサービス課長
(3) センター技術課長
(4) センターサービス課フロント係長
(5) 財団法人とっとりコンベンションビューロー専務理事
３会長は会務を総括する。
４会長及び委員は、審議会の会議において、付議事項を審査する。
（不利益処分の処分基準）
第６条　次の各号の一つに該当するときは、利用の許可を取り消しすることがある。
(1) 第２条各号のいずれかに該当するに至ったとき
(2) センターの適正な管理を図るための必要な措置命令に従わないとき
(3) 利用許可を受けた利用目的以外の目的に利用し、又はそのおそれのあるとき
(4) 利用条件に違反したとき
(5) 詐欺その他不正の行為により利用許可を受けたとき
(6) 納入期限までに正当な理由なく利用料を納入しないとき
(7) 前各号に揚げるもののほか、センターの管理上支障がある行為をし、又はそのおそれのあるとき
（その他）
第７条　この要領に定めるもののほか、センター利用（変更）申込の審査及び処分の手続に関し必要な事項は、鳥取県行政手続条例に準じて行うものとする。
　附則
  この要領は、平成１８年４月１日から施行する。
  附則
  この要領は、平成２１年６月１日から施行する。
附則
  この要領は、平成２３年４月１日から施行する。

